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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

チェルノブイリ原発事故
からの教訓

チェルノブイリ原発事故
からの教訓

チェルノブ
イリ視察

報告

現
地
視
察
の
議
員
座
談
会

　
　
出

　
席

　
野

　
田

　
富

　
久
（
福
井
県
議
）

　
　
　
　
　
　
村

　
田

　
耕

　
一
（
福
井
市
議
）

　
　
　
　
　
　
三
田
村

　
輝

　
士
（
越
前
市
議
）

　
　
聞
き
手

　
伊

　
藤

　
藤

　
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
福
井
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
）

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

子ども達による食品検査
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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

チェルノブイリ原発事故
からの教訓

チェルノブイリ原発事故
からの教訓

チェルノブ
イリ視察

報告

現
地
視
察
の
議
員
座
談
会

　
　
出

　
席

　
野

　
田

　
富

　
久
（
福
井
県
議
）

　
　
　
　
　
　
村

　
田

　
耕

　
一
（
福
井
市
議
）

　
　
　
　
　
　
三
田
村

　
輝

　
士
（
越
前
市
議
）

　
　
聞
き
手

　
伊

　
藤

　
藤

　
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
福
井
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
）

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

子ども達による食品検査
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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

汚染地域は今も立ち入り禁止
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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

汚染地域は今も立ち入り禁止
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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

「フクシ
マ」のモ

ニュメン
ト
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伊
藤

　
皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
。

野
田

　
今
か
ら
六
･
七
年
前
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
い
た
映
画
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
ぜ
ひ
視
察
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昨

年
の
3
･
11
福

島
原
発
事
故
後
、

夏
前
に
岩
手
、

秋
に
福
島
、
今

年
二
月
に
も
福

島
に
入
っ
た
際
、

事
故
後
の
将
来

を
考
え
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
見
る
こ
と

が
絶
対
必
要
だ

と
思
い
県
議
会
や
心
あ
る
関
係
者
に
声

を
か
け
県
内
の
超
党
派
八
名
の
県
議
や

市
議
と
視
察
団
を
つ
く
っ
た
。

村
田

　
3
･
11
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
神
話
が
崩
れ

て
、
事
後
処
理
を
含
め
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
二
十
六
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
現
場
の
後
処
理
を
見
る
こ
と
で
、

何
ら
か
の
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
と

考
え
現
地
を
見
た
か
っ
た
。

三
田
村

　全
国
で
最
も
原
発
の
多
い
福

井
県
に
あ
っ
て
、
越
前
市
は
敦
賀
原
発

か
ら
20
キ
ロ
、
30
キ
ロ
圏
内
に
ほ
ぼ

入
っ
て
し
ま
う
。
3
･
11
事
故
後
、
い

つ
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
二
十
六
年
前
に
史
上
最

大
の
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
調
査
が
あ
る
と
聞
き
、
事
故
後
の

実
態
、
放
射
線
と
病
気
の
関
係
、
廃
墟

に
な
っ
た
地
域
の
現
在
の
状
況
を
見
た

か
っ
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
先
と
具
体
的
な
内

容
は
い
か
が
で
し
た
か
。

三
田
村

　ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
国
境
警
備

隊
で
移
動
式
の
放
射
線
測
定
器
（
内
部

被
爆
、
土
壌
汚
染
）
を
体
験
、
非
常
事

態
省
で
は
副
大
臣
と
会
談
、
そ
し
て
放

射
線
研
究
所
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
病
院
な
ど
を
視
察
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
の
調
査
、
原
発
事
故
で
廃
墟
に

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
博
物
館
（
写
真
、
資
料
、

復
旧
復
興
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て

い
る
博
物
館
）
も
見
て
き
ま
し
た
。

野
田

　事
故
が
起
き
て
か
ら
、
5
年
後

に
甲
状
腺
が
ん
が
一
気
に
増
え
、
事
故

後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
白
血
病
に

な
っ
て
い
る
。
甲
状
腺
が
ん
は
原
発
事

故
と
の
因
果
関
係
を
国
は
認
め
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
白
血

病
が
0
･
4
%
か
ら
8
％
に
二
十
倍
に

増
え
た
。
さ
ら
に
原
発
に
近
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
三
十
倍
に
増
え
た
。
が

ん
の
発
生
も
急
激
に
増
え
て
い
て
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
原
発
事

故
の
影
響
と

い
わ
れ
て
い

る
。

三
田
村

　事

故
後
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

が
、
甲
状
腺

が
ん
に
か

か
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

二
十
六
年
経

過
し
て
い
る

の
に
、
今
な
お
、
放
射
線
と
の
戦
い
が

続
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

伊
藤

　被
ば
く
さ
れ
た
方
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

村
田

　特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
小

学
生
、
中
学
生
が
自
分
た
ち
で
、
食
品

の
放
射
線
量
の
検
査
を
し
て
い
る
の
を

見
て
、
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
が
地

方
の
学
校
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
内
部
被
爆
を
疑
わ
れ

伊
藤

　事
故
の
情
報
開
示
や
避
難
方
法

に
つ
い
て
の
教
訓
は
あ
り
ま
し
た
か
。

三
田
村

　原
発
か
ら
2
〜
3
㎞
の
と
こ

ろ
に
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
い
う
町
（
五
万

人
）
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
事
故
が

知
ら
さ
れ
た
の
は
事
故
後
36
時
間
後
、

1
，0
0
0
台
の
バ
ス
に
よ
る
一
斉
避

難
で
「
三
日
で
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
た
の
が
、
「
二
度
と
帰
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
た
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
避
難
し
て

二
十
六
年
経
過
の
今
、
人
口
は
二
万
一

千
人
に
半
減
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く

な
り
、
特

に
三
十
六

時
間
後
に

移
動
し
た

ゼ
ロ
歳
児

か
ら
五
歳

児
は
甲
状

腺
が
ん
が

多
発
し
た
。
当
時
二
十
代
の
人
た
ち
に

は
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
」
と
指
導
さ

れ
、
十
五
年
間
は
子
ど
も
が
埋
め
な
い

時
代
が
続
い
て
、
人
口
減
少
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

三
田
村

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
方
々
は
、
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ
エ
フ
に

た
ま
た
ま
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
に
集
団
と
し
て
入
っ
た
。
避
難
民
で

な
く
移
住
民
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
移
住
政
策
は
採
っ
て
い
な
く
て

「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
」
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
違
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
、
「
強
制
移
住
」
さ
せ
て
政

府
が
生
活
基
盤
（
住
む
所
、
働
く
場

所
）
を
保
証
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の

場
し
の
ぎ
で
責
任
持
っ
た
対
応
と
は
い

え
な
い
。

村
田

　ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
住
民
が
同
じ
場
所
に
移
住
し
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
た

れ
、
メ
ン
タ
ル

的
な
支
援
が
良

か
っ
た
。
不
安

を
取
り
除
く
政

策
は
重
要
。
ソ

連
崩
壊
後
に
も

救
済
法
な
ど
整
備
し
た
が
今
の
日
本
に

は
そ
れ
は
な
い
。
現
在
福
島
県
内
十
一

万
人
、
福
島
県
外
五
万
人
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
無
策
で
は
な

い
か
。

る
子
は
親
も
検
査
し
、
全
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　放
射
線
の
被
爆
関
係
に
つ
い
て

日
本
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
内
部
被

爆
の
検
査
を
す
る
体
制
が
出
来
て
い
る

こ
と
。
一
般
地
域
は
年
に
一
回
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
半
年
に
一
回
。
デ
ー

タ
は
国
が
管
理
し
て
、
医
療
費
、
内
部

被
爆
の
検
査
は
無
料
。

　日
本
で
は
有
料
で
事
前
申
し
込
み
が

必
要
な
た
め
、
途
中
か
ら
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
諦
め
る
人
が
多
い
。
福
島

以
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
当
然
受
け

ら
れ
な
い
。
被
ば
く
に
関
し
て
い
ろ
ん

な
コ
メ
ン
ト
は
出
て
い
る
が
全
て
「
直

ち
に
人
体
に
影
響
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
の
み
で
将
来
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
日
本
の
健
康
検
査
体
制
な
ど
不

備
だ
ら
け
で
将
来
が
非
常
に
不
安
だ
。

三
田
村

　子
ど
も
は
優
先
的
に
年
に
二

回
検
査
を
国
が
進
め
て
い
た
。
内
部
被

爆
を
す
る
家
庭
と
い
う
の
は
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
地
域
の
物
を
口
に
す
る
低
所

得
者
層
が
多
い
。
経
済
格
差
と
暮
ら
し

の
質
が
被
ば
く
と
関
係
あ
る
点
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

野
田

　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事

故
後
に
研

究
機
関
を

集
め
て
検

査
体
制
が

確
立
さ
れ

た
。
日
本
で
は
被
災
者
の
追
跡
健
康
調

査
が
半
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

多
分
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

国
、
県
も
「
後
手
」
と
い
う
よ
り
、

「
放
置
」
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ツ
ケ
は
、
四
〜
五
年
以
内
に
出
て

来
る
。
将
来
、
水
俣
病
や
肝
炎
問
題
の

よ
う
な
状
況
が
出
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。

福
井
県
も
万
全
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
社
会
主
義
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ス
に
よ
る
避

難
だ
っ
た
が
、
日
本
、
特
に
、
福
井
県

で
は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
を
想
定
し

て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
を
考
え

れ
ば
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
し
、
原
発

事
故
の
場
合
は
汚
染
の
問
題
も
あ
り
、

非
常
に
課
題
が
あ
る
。
自
衛
隊
、
保
安

庁
も
含
め
た
避
難
体
制
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

伊
藤

　爆
発
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
を
目
の
前
に
し
て
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
田
村

　現
場
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
近
づ
い
た
。
説
明
を
聞
い
た
管
理

棟
は
一
号
機
に
隣
接
し
て
い
た
が
、

放
射
線
は
全
く
な
か
っ
た
。
除
染
は
、

二
十
六
年
経
過
し
て
い
る
の
で
道
路
、

建
物
は
進
ん
で
い
る
が
、
流
れ
た
水

が
土
壌
に
入
る
の
で
土
の
上
は
大
変

危
険
。
現
場
近
く
に
長
く
滞
在
は
で

き
な
い
。
し
か
し
現
場
の
年
間
三
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
で

今
も
三
千
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に

は
驚
い
た
。

野
田

　そ
の
人
た
ち
は
、
毎
月
十
五
日

以
内
で
基
準
線
量
が
超
え
な
い
よ
う
に
、

勤
務
を
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
仕
事

は
、
使
用
済
み
燃
料
を
三
百
年
か
け
て

管
理
す
る
こ
と
。
水
の
中
で
管
理
す
る

こ
と
と
乾
式
で
管
理
す
る
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
る
。

　日
本
の
福
島
原
発
で
も
三
千
人
が
作

業
し
て
い
る
。
視
察
に
行
く
度
に
働
い

て
い
る
人
が
違
う
。
年
配
の
人
か
ら
、

若
い
人
に
代
わ
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
人

が
毎
日
新
人
に
変
わ
っ
て
い
る
と
も
聞

き
、
労
働
者
不
足
は
今
後
の
事
故
処
理

の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
る
。

村
田

　三
十
キ
ロ
圏
内
で
影
響
が
な
く

な
る
ま
で
に
二
十
万
年
が
必
要
と
言
わ

れ
て
驚
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
除
染
は
合
理
的
に
行
わ

れ
て
い
る
点
だ
っ
た
。

　施
設
や
生
活
す
る
所
、
移
動
す
る
道

路
な
ど
は
除
染
す
る
が
、
山
林
農
地
は
、

一
切
し
な
い
。
三
十
キ
ロ
圏
内
の
特
に

放
射
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
は
千
年
は
住

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
除
染
し
て
い

な
い
。

　日
本
の
よ

う
に
「
将
来

帰
れ
る
と
い

う
こ
と
」
は

言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
ど

こ
で
も
聞
い

た
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　爆
発
し
た

炉
に
か
ぶ
せ

た
石
棺
が
放

射
能
と
熱
で

劣
化
し
た
の

で
四
月
か
ら

次
は
ド
ー
ム

型
の
新
た
な

石
棺
で
覆
う

工
事
を
始
め

る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

三
田
村

　チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
知

ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
故
収
束
作
業
で
、

放
射
線
量
が
高
い
た
め
砂
と
鉛
で
消
火
。

1
日
わ
ず
か
九
十
秒
の
作
業
。
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
手
作
業
で
行
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、

地
下
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

下
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
冷
却
を
し

た
が
、
担
当
し
た
炭
鉱
労
働
者
は
相
当

な
被
爆
を
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
報
道
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
る
が
、
福
島
で
は
内
部
の
話
が

出
て
い
な
い
、
非
常
に
心
配
だ
。

　市
販
の
地
図
に
も
同
心
円
で
は
な
く

「
特
に
放
射
線
量
が
高
い
地
域
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

野
田

　学
校
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
四
つ
の
地
図
が
あ
っ
た
。
将
来
的
に

汚
染
の
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
将
来
的
に
全
域
の
除
染
は

出
来
な
い
の
で
除
染
に
二
千
億
円
使
う

な
ら
新
し
い
町
を
作
る
方
が
良
い
と
政

府
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

伊
藤

　被
災
地
か
ら
移
住
し
た
方
の
生

活
、
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
。

三
田
村

　極
端
な
貧
困
は
な
い
の
で
不

満
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
仕
事
も
紹
介

し
た
と
の
こ
と
。
市
民
団
体
の
方
は
、

家
が
あ
り
、
医
療
も
保
証
さ
れ
て
い
る

が
、
心
理
的
な
支
援
が
必
要
と
い
っ
て

い
た
。
一
番
は
心
理
的
な
支
援
と
社
会

的
支
援
（
キ
エ
フ
首
都
の
住
民
か
ら
違

う
目
線
で
見
ら
れ
る
）
と
、
医
療
的
支

援
が
必
要
。
福
島
で
も
同
じ
よ
う
な
市

民
団
体
を
作
っ
て
支
援
（
心
理
的
な
支

援
と
社
会
的
支
援
）
す
る
こ
と
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
。

村
田

　生
活
保
障
で
は
、
「
居
住
、
生

活
、
医
療
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

2
0
0
6
年
〜
2
0
1
0
年
の
五
年
間

で
総
額
四
十
五
兆
円
の
社
会
保
障
の
支

援
を
し
て
い
る
。
日
本
は
年
間
数
兆
円

と
い
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
不
明
だ
。

　プ
リ
ピ
ャ
チ
の
住
民
は
、
概
ね
原
子

力
に
関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
い
た
。

仕
事
内
容
は
聞
か
な
か
っ
た
が
働
く
場

を
支
援
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
々

キ
エ
フ
四
百
万
人
の
大
都
市
に
町
が
一

つ
入
っ
た
程
度
で
生
活
面
で
は
あ
ま
り

問
題
は
な
く
支
え
て
ゆ
く
市
民
団
体
を

作
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
聞
い
た
。

伊
藤

　今
回
の
視
察
の
中
で
日
本
が
教

訓
と
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

村
田

　や
は
り
、
生
活
保
障
、
避
難
基

準
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
対
応
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
当
初
か
ら
一
箇
所
に
強
制
移
住

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

は
。
事
故
が
起
き
た
後
の
対
応
の
早
さ

が
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
情
報
と
支

援
が
正
確
に
早
く
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

三
田
村

　避
難
で
は
な
く
「
移

住
政
策
」
に
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
「
い
つ
か
帰
れ
る
」
と
い

う
無
責
任
な
期
待
を
持
た
せ
な

い
。
避
難
し
て
い
る
人
の
精
神

的
な
ケ
ア
も
重
要
。
被
爆
し
て

い
る
方
の
健
康
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
避
難
先
ま
で
追
跡
し

て
健
康
診
断
。
放
射
線
対
策
規

制
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

野
田

　ス
リ
ー
マ
イ
ル
、
チ
ェ

し
た
か
。

野
田

　ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
お
見
舞

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
博
物
館
で

は
特
別
展
を
し
て
い
た
。

　日
本
か
ら
の
視
察
団
を
優
先
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
会
議
員
や
各
県
、

東
北
の
方
々
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
て

い
る
。

村
田

　お
互
い
に
「
被
爆
し
た
国
と
地

域
」
と
言
う
こ
と
で
親
近
感
を
持
っ
て

親
切
に
対
応
し
て
く
れ

る
。
今
後
と
も
連
携
し

た
研
究
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

三
田
村

　私
た
ち
は
原

発
と
原
爆
を
分
け
て
見

て
い
る
が
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

原
爆
も
原
発
も
「
被
ば

く
」
と
い
う
視
点
で
一

緒
に
見
て
い
る
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
念
公

園
に
「
広
島
、
長
崎
、

福
島
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
同
じ
形
で
飾
ら
れ

て
あ
る
。
区
分
け
し
た

ル
ノ
ブ
イ
リ
、
J
O
C
と
も
情
報
開
示

が
万
全
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
情
報

開
示
と
正
確
な
意
思
伝
達
。
実
測
結
果

を
含
め
た
形
で
の
避
難
。
福
井
県
で
は
、

実
際
の
計
画
は
市
町
。
偏
西
風
の
方
向

に
逃
げ
る
、
小
中
学
校
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
も
合
理
性

も
な
い
。

伊
藤

　ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
福
島
原
発
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
で

見
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
被
ば
く
の

重
み
を
一
体
と
し
て
み
る
べ
き
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

伊
藤

　今
後
の
福
井
の
原
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

野
田

　既
存
原
発
に
関
し
て
は
四
十
年

で
停
止
し
、
活
断
層
・
破
砕
帯
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
基
盤
、
廃
炉
を
含
め
た
研
究

機
関
の
整
備
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
集

め
て
の
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
地
と
し
て
進
む

べ
き
だ
。

三
田
村

　技
術
あ
っ
て
も
事
故
は
人
為

的
ミ
ス
で
起
き
る
。
火
山
の
多
い
日
本

で
原
発
は
難
し
い
の
で
は
と
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
指
摘
さ
れ
た
。
関
係
者
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
何
も
学
ば

ず
四
十
年
超
え
た
福
島
原
発
も
動
か
し

た
。
過
去
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
な
い
。

今
後
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
学
び
、

福
島
の
事
故
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
更

な
る
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
県
内
原

発
は
再
稼
動
せ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

村
田

　核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
。

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き
。
国
民
の
声

に
こ
た
え
る
べ
き
。
教
育
と
福
祉
、
福

井
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
発
交

付
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
く
。

原
発
依
存
の
体
質
か
ら
脱
皮
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
財
政
面
の
仕
組
み
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。

伊
藤

　最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田

　福
井
県
知
事
は
、
「
原
発
維

持
」
の
方
向
性
。
民
主
党
政
府
は
、
原

発
に
対
す
る
信
念
が
な
い
。

　ド
イ
ツ
は
、
福
島
を
受
け
て
原
発
を

止
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル

後
は
新
規
に
作
っ
て
い
な
い
。

　世
界
の
現
実
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り

見
詰
め
る
と
き
で
す
ね
。

「フクシ
マ」のモ

ニュメン
ト


